
 

事業名  かりやマーブルタウン   [令和元年度まちづくり活動] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーブルタウンはドイツの
「ミニ・ミュンヘン」を参考
に 2009 年頃から各地で展開
されてきました。その理念で
ある「子どもが挑戦し、成長
する学びの場」に感銘を受け
た代表の石田さん。普段は学
校の先生ですが、教育に携わ
る中で、学校とは別の学びの
場が必要だと考え、地元刈谷
で開催したいと考えました。 

近隣での開催時にボランティ
アとして経験を積み、そこで
出会った団体や仲間に呼びか
けて団体を設立されました。 

 

刈谷では初めての開催のた
め、先行するぎふマーブル
タウンやあいちマーブルタ
ウンの経験者に協力を得
て、準備を進めました。 

おおよそ月に１回実行委員
会を開催し、職業ブース、
コンセプト、役割分担につ
いて話し合いました。 

インターネット上で寄付を
募るクラウドファンディン
グに取り組み、107,500 円
の支援を受け、活動に取り
組まれました。 

 

コアメンバーにはメディア
や福祉、まちづくりなどの
分野で活躍する人が多く、
多様なアイディアを出し合
いました。 

会議を円滑に進めるため
に、PC 等を活用。その場で
編集した資料をすぐ展開で
きるようにしました。 

刈谷らしさを「発明」とと
らえ、失敗と挑戦を通して
学ぶことに着目。刈谷オリ
ジナルの職業「科学者」を
取り入れました。 

取組みの流れ 

こんな想いでスタートしました 

 

 

教育機
関等 

かりやマーブル 

タウン実行委員会  

「マーブルタウン」とは、子どもたちが主体となってまちを

つくる「こどものまち」事業の１つです。自分たちの力で挑

戦し、自立性、協調性、発想力を育むことを目的としていま

す。参加対象は小学生。“ハローワーク”で仕事を請け負い

マーブルと呼ばれるお金（仮想通貨）を稼ぎ、“問屋”で資

材を購入して、自分のやりたい仕事を出店します。また、“国

王選挙”を実施して国王を選出。自分たちのまちをよくする

ために体験を通して学びます。 

「かりや夢ファンド補助金」は、小学校に配布するチラシ、

会場費、出店用の備品の購入費として活用されました。 

協働の役割分担 

行政 市民 

市民活動団体 地域団体 

事業者 

市民活動  
団体  
＜役割＞  

NPO 法人コラボキャンパス
三河、ぎふマーブルタウン実
行委員会  
＜ボランティア、運営協力、
広報協力＞  

事業者  
＜役割＞  

マイライフ刈谷  
＜ボランティア、運営協力＞  

行政  
＜役割＞  

刈谷市、刈谷市教育委員会  
＜後援、広報協力＞  

 

事業の紹介 

こんな準備をして取り組みました こんな点を工夫しました 

団体名 かりやマーブルタウン実行委員会 

このレポートは、かりや夢ファンド（★印参照）の採択事業を  

ま ち づ く り コ ー デ ィ ネ ー タ ー【 愛 称 ＊ ま ち コ 】が取材し、

まとめました。  
まちコレポ 

補助金額 20 万円／総事業費 42 万円  

段ボールを使ってやりたい仕事を出店  



 

日 時：2019 年９月７日（土）、9 月 8 日（日）10 時 00 分～15 時 00 分 

場 所：愛知教育大学 講義室４部屋を使用 

参加者：小学生のべ 180 名（１日目 67 名、２日目 113 名）運営者＋ボランティア計 60 名 

広報媒体：チラシを市内小学校に配布、SNS（Facebook、Twitter）、刈谷ホームニュース等 

内 容：仮想都市マーブルタウンで[仕事][選挙][買い物][起業]などを体験します。 

国民カードを作り住民に→好きな職業を選ぶ→働いてお金を稼ぐ→国王選挙→ 

出店料を役所に納め起業→貯まったお金でお買い物  

・運営者・ボランティアスタッフ以外は立ち入り禁止。保護者は子どもたちが準備する「マ

ーブルタウンツアー」でのみ会場に入れます。 

・子どもはそれぞれの職業になり生き生きと活動。スタッフも手を出しすぎず笑顔で対応し

ていました。保護者は安心したのか、別室でゆったりと過ごす様子が見受けられました。 
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参加した小学生は、職業体験、納
税、起業、国王選挙など様々な体
験を通じて、主体的に役割を果た
すことを学び、大人が立ち入れな
い場所で子どもが育つ姿を見た
大人にとっても、手を出してしま
いがちなことに気づく機会とな
りました。  
運営側では、準備の中で企業の関
係者や団体、様々な人と繋がるこ
とができました。ボランティアは
子どもと触れ合え楽しかったと
の意見がありました。  
 

 

刈谷での開催をきっかけに参
加したスタッフもあり、半数は
初めての経験とのことでした。 
準備段階における連絡・連携の
課題として、物品等の確認が不
足したり、確認事項などの共有
ができなかったりした点もあ
ったようです。  
会場確保は直前まで苦労され
ましたが、スタッフとつながり
のあった愛教大の先生の紹介
により、大学の講義室を借りる
ことができました。  

 

大学・企業・ボランティア団
体等、様々な繋がりが出来ま
した。この勢いにのって、次
の展開も考えています。  
子どもに、もっと色々な体験
をしてもらえるような活動に
発展させていきたいといった
声が出ています。  
刈谷のまちづくりの一翼を担
うことを目指して活動してお
り、地元の多様な方と一緒に
活動していきたいと思ってい
るとのことです。  

こんな活動をしました！ 

マーブルタウンでの職業から一言 

（国王に選ばれて）「国民に税金を配りたい」 

（議員になって）「国王と最後にイベントを開きたい」 

子ども 

「１日目に問屋の社長になり、楽しかったから、今日も社長
をやりに来た」 

「友達に誘われてきた。来年も参加したい」 

保護者 

「すごく楽しかったと言っている。来年も是非」 

こんな効果が生まれました 

 

・「子どもたちが自分で考えて行
動している姿と見て、やって
良かったと思いました」（運
営） 

・「２年前岡崎で開催されていた
際に参加し、素晴らしい活動
だと思い今回も参加しまし
た。参加して良かったです。」
（ボランティアスタッフ） 

こんな課題がありました 今後に向けて 

・子どもへのインタビューで「〇〇したい！」と言う意見が沢山出ました。自分のやりたいことを
叶えようと、イキイキと活動する子どもの姿が見られました。運営者、ボランティアにとっても
実りの多いイベントだったと感じました。（鈴木）  

・打合せでは、メンバー全員が成功に向けて熱意を持って取り組まれていた点が印象的でした。１

つも妥協せず全員が納得するまで話し合いが行われ、時間をかけた分、充実した内容となってい

ました。熱意があちらこちらに分散しないよう、代表を中心に話をまとめていて、会議を取りま

わす技術についてもまちコとして勉強になりました。（加藤）  

参加者の声 主催団体の声 

取材を終えて･･･まちコの感想  

●「まちづくりコーディネーター」は、刈谷市民のまちの課題を「自分ごと」と考え、取り組んで行くために、 
参加のよびかけ・対話・活動の運営をお手伝いしています。 

★「かりや夢ファンド」は、刈谷市民が「刈谷のまちをよくしていく」活動を応援する補助金制度です 

【問合せ】 刈谷市役所  市民協働課 TEL0566-95-0002 詳細は市ホームページをチェック！＞＞ 

 

現場の 

様子 


